
バイオ

乳酸菌の生産する抗菌ペプチドの利用
ー乳酸菌の機能を活用したバイオプリザベーションー

特許番号：第3472804号

●背景と概要

乳酸菌は豊富な食経験から安全性の高い食品
微生物と考えられます。乳酸菌のいくつかの種類
では、食中毒菌などに対して効果のある抗菌性ペ
プ ド（バク オシ ）を生産する とが知られ
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プチド（バクテリオシン）を生産することが知られて
います。バクテリオシン等の生物性抗菌物質を活
用した食品保存法（バイオプリザベーション）の確
立が試みられています。ナイシンは代表的なバク
テリオシンの1種です。本研究では、乳酸菌の一
種であるEnterococcus faecalisが生産するバクテリ
オシン(エンテロシン SE-K4)の性質を決定し、その
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製造法を確立しました。エンテロシンSE-K4は食品
衛生上問題視されているリステリア（Listeria
monocytogenes）に対する優れた抗菌性を有してい
ました。
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表 エンテロシンSE-K4の抗菌スペクトル
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Bacillus subtilis ATCC 6633(37oC) -
Bacillus subtilis ATCC 6633(40oC) +
Clostridium beijerinckii JCM 1390 +
Enterococcus faecium IFO 13712 +++
Lactobacillus plantarum IFO 14711 -
Lactococcus lactis IL 1403 -
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図 温度による生育および
バクテリオシン生産量の違い

Listeria monocytogenes ATCC 15313 ++
Eschelichia coli TISTR 527 -

① リステリア等の食中毒菌に対する優れた効果
② 優れた耐熱性、pH安定性、溶解性、易消化性
③ 特徴的モチーフ（YGNGV）を有するクラスIIaバクテリオシン

●技術の特徴

37℃ 43℃ 50℃

③ 特徴 有す

① 安全性の高い抗菌物質開発への活用
② リステリア対策への有効活用
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